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RNP 相互作用により駆動する RNA ナノマシンの設計 
Molecular design of RNP interacrtion-driven RNA nanomachine 





RNP ナノ構造体を構築する RNP 分子デザインを報告している(Nature Nanotech. 2011)。またこの RNP 分子デ
ザインに基づいて構築したナノ構造を利用して、細胞の機能を制御するシステムの開発を進めてきた(ACS 
nano, 2015)。RNP ナノ構造を利用した細胞機能制御システムをさらに拡張するために、我々は、RNP 相互作





 RNA ナノマシンの分子設計は、Discovery studio 上で行った。具体的には、リボソームタンパク質である
L7Ae と RNA の複合体の結晶構造と、Discovery strudio 上で作成した二重鎖 RNA を繋ぎ合わせることにより、
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結果 
タンパク質非存在化、RNA ナノ構造はタンパク質結合モチーフの柔軟性により多様な構造が観察された。一
方でタンパク質存在化では、Discovery studio 上で設計したような正三角形または Z 型の RNP ナノ構造を観
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